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社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

令和４年度 定時（第１回）評議員会議事録 

 

１ 開催年月日  令和４年６月２１日（火） 

午後２時００分～午後３時００分 

 

２ 開 催 場 所  地域福祉センターかしのき苑  

２階 ふれあい大ホール 

 

３ 出 席 者  評議員総数１４名 

出席評議員数１３名 

           評議員 井上 好 松岡 忍 田中幸代 横井貴恵子 

               大冨利子 片上智嗣 新田清治 霜田 徹 

               齊藤裕三 片岡哲也 村岡大輔 原田 学 

               田尻儀久 

         出席理事数３名  

           会 長 長谷川 悟  

副会長 山本正來 副会長 古海りえ子 

         出席監事数２名 

           監事 島中秀司 監事 浦田善之 

 

４ 欠 席 者  評議員１名 小西明一  

 

５ 決議に特別の利害関係を有する評議員  該当者なし 

 

６ 議 題 

第１号報告 令和３年度事業報告について 

第１号議案 令和３年度収支決算の承認について 

第２号議案 理事の選任について 

 

７ 議 長  片上智嗣 

 

８ 議事録作成者 滝本美樹（法人運営室） 

 

９ 議事の経過要領及び議案議決の結果 

定刻に至り、定款第１５条の規定により議長選出について出席評議員に諮っ

たところ、片上智嗣評議員が議長に選出された。議長は定款第１６条第１項に
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定める定足数を満たしていることを確認した後、定款第１７条第２項の規定に

より議事録署名人を指名したい旨を述べたところ、全員異議なく賛成したので、

議事録署名人に松岡 忍評議員、村岡大輔評議員の両名を指名し、議案の審議

に入った。 

 

第１号報告 令和３年度事業報告について 

事務局長から、報告資料「社会福祉法人精華町社会福祉協議会 令和３年度

事業報告」により概況を説明後、重点事業並びに主な事業の取り組みを中心に

報告があった。 

 

第１号議案 令和３年度収支決算の承認について 

  事務局長から、議案資料「精華町社会福祉協議会 令和３年度事業活動（収 

支決算）の状況について」並びに「精華町社会福祉協議会 令和３年度収支決 

算書（案）」を用いて、計算関係書類並びに財産目録について説明があった。 

続いて、監事監査報告書に基づき、監事監査の結果について島中監事から報 

告があった。 

以上の説明を受け、第１号議案 令和３年度事業報告（案）について質疑を

おこなったところ、以下の意見があった。 

   田尻評議員 コロナ禍のなかよく頑張られているが、人材不足とこれから

の収入は非常に厳しい状況が予測される。しかし、社協が福

祉の分野で活躍しないと今後の未来の展開も明るくならない。 

        その中で、これからはＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）を活用しながらしっかりと効率化を図って欲しい。 

国も施策を行っているが、効率化を図ることで優秀な人材の 

カバーと収入のカバーをしていくことが大事である。 

以上の意見の後、議長が承認を諮ったところ、全会一致により可決承認され

た。 

 

  第２号議案 理事の選任について 

事務局長から、精華町自治会連合会の推薦により選任されている理事１名に 

ついて、精華町自治会連合会から交代に伴う後任理事候補者の推薦を受けたた

め、後任の理事を選任することについて議案資料「理事被推薦者名簿案」によ

り、理事候補者 林 徹氏の略歴について説明があった。 

以上の説明を受け、第２号議案について質疑をおこなったところ、質問が 

なかったため、議長が承認を諮ったところ、全会一致により可決承認された。 
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以上をもって案件の全てを終了したので議長が閉会を宣し、午後３時００分

散会した。 

上記の決議を証するため議事録署名人において次に記名押印する。 

 

令和４年７月１日作成 

社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

令和４年度定時（第１回）評議員会 

 

議 長                 印  

評議員                 印  

評議員                 印  

 


